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巻頭言

循環型社会システム工学研究センターの役割

センター長・教授・渡漫公一郎

世界の総人口が70億人を超えたのは2年前だ、った。その年に学生に、世界の総人口は、と

尋ねると、少ない数字をあげるのが常だ、った。あと15年ほどで80億人となり、今世紀半ば過

ぎに100億人となるのが大方の予想である。地球が養える人口の限界は何億人かと計算した

学者がいる。いろんな要素があろうが、無限と考える人はなかろう。少ない数字では100億

人をあげた学者がいたと記憶する。現在の子供が年寄りになる頃に地球が限界に達する?そ

んな馬鹿な、と思うのが普通かもしれない。しかし、地球上で人類が住める残りの日数が次

第に短くなっているのも事実なのである。

なるべく早く循環型社会に移行すれば、人類が生き延びる日数も増える。それが子孫への

我々の責務であろう。循環型社会を目指すには、多くの学問分野の専門家が共同で研究を

行ったり、自由に意見を交換しながら、最善の手法を社会や政治家に提言していく必要があ

る。科学的裏付けのある警鐘を発することができる組織は非常に限られている。当研究セン

ターが目指すところはそういうところにあると思っている。

若い人材を育成していくことも当センターの重要な役目である。研究センタ}と名がつい

ているので、研究以外のことは、たとえ人材の育成であってもやってはいけないと言った方

もいたらしいが、大学の研究センタ}は研究と若い人材の育成の両方が重要ではないか。「国

際環境システム工学特別コースJに、当センターは様々な形で10年以上関わってきた。この

間に世界各国の100名を超える博士課程留学生に、循環型社会へ移行するために何が必要な

のか教育し、また、循環型社会を達成するために必要な様々な分野での研究指導を行ってき

た。 r東アジア環境ストラテジスト育成プログラムJや「地球資源工学グローパル人材養成
のための学部・大学院ピノレドアップ協働教育プログラム」等の国際人材育成プログラムの支

援にも当研究センターのメンバーが関わってきた。当研究センターが撒いた種は、様々な国

の大学で確実に芽を出している。




